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柏崎刈羽原子力発電所の入口前には「わたしたちは負けないの」横断幕が！

柏崎刈羽原子力発電所の副所長から復旧作業等の説明を受ける

地
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構内の道路を歩いていると段差
が見える

変圧器の火災で焼けこげた３号機の防火壁

配管や機器設備等が整然とあり、地震があったことを
感じさせなかった

頑丈な機器周りの土砂は沈んでいた

建物の入口ステップは１m程
浮き上がっていた

汚染拡大防止のため､作業箇所に
よっては靴を履き替える

放射線防護のために手袋と
靴下を着用

燃料プールのある原子炉建屋３階を視察 燃料交換機上で作業する作業員
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アラームメーターで被ばく
量の管理

いざ原子炉の格納容器へ、いささか緊張気味

日本のものづくり技術の粋を結集した格納容器の装置

原子炉建屋の上部階と最下階に地震計が置かれ
ていた

格
納
容
器
内
温
度
表
示
板

運転中の出力を調整する装置「再循環ポンプモ
ーター」

主蒸気をタービン建屋と謝絶する「主蒸気隔離弁」
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放射能測定器を身につけ格納容器への小さな入口を入る。 炉心の小窓から内部を見る

伊東JC北信越ブロック事務局長代行の放射能測定器は「0.01」

一日の早い操業再開を祈りつつ発電所を後にした（奥にそびえる３号機原
子炉建屋）
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現地調査を終えＪＣ北信越ブロックを代表して、感想を述べる永田代表
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この稿は、2007年11月7日、都内で行われた大畠
章宏金属労協政治顧問（衆議院議員）の「政治経
済セミナー」のパネル討論「新潟県中越沖地震と
原子力の安全対策」から抜粋要約したものである。
（文責・編集＝IMF-JC組織総務局）

：衆議院議員（当選６回）。民主
党「次の内閣」金融担当大臣。金属労協政治
顧問。資源エネルギー長期政策議員研究会幹
事長。日立製作所時代、原子力設計部に配属
され、原子力発電プラントの設計に携わる。
その後、政界に転じ、一貫して、原子力をは
じめとするエネルギー問題に注力。
◎ ：前内閣府原子力委員会委員。
同委員を９年間（1998年1月～2006年12月）
務め、日本の原子力政策づくりに尽力。社会
経済生産性本部・評議員。ＥＴＴ「フォーラ
ム・エネルギーを考える」運営企画委員。

木元氏（左）と大畠議員（右）
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